
Accustic Arts　MONO III　¥3,800,000/ペア/税別　2016年8月発売

アックースティックアーツでは、リファレンスシリーズへの新たなるモデルとして、非常に成功を収めた、MONO IIの第二弾
として、世界中で高い評価を得た、AMP IIIの技術に基づく、極度に強力な、モノラルパワーアンプMONO IIIを発売します。

【特徴】

・ 極度に強力な、リファレンスクラスのウルトラ・ハイパワーのモノラルパワーアンプ
・ 24個のMOS-FET出力トランジスターによる、AB級動作にて、1,100 watts (4 Ω)を提供
・ 電磁シールド・ケースに収納された、3,200VA(2 x 1,600VA)のトロイダル電源トランス
・ Made in Germanyで、120,000μFの容量を持つ電源キャパシター
・ スピーカーを完璧にコントロールできる、非常に高いダンピングファクターとダンピングファクター（制動係数）の直線化
・ クリッピング、高域発信、高いDCオフセットに対し対応可能なプロ規格の保護回路
・ 完全な、XLR - バランス入力
・ 非常に大型のヒートシンクにより、動作温度を低く保持
・ バイワイヤー/バイアンプ対応の、金メッキ仕上げのスピーカーターミナルを装備
・ 天板に切り抜かれたMONO III のロゴ
・ 最大のシールド効果を誇るアルミニューム・ハウジング
・ Handmade in Germanyへの拘りと誇り

オプションにて、専用ベースを用意しました。　MONO III AMP BASE　¥200,000/ペア/税別

【スペック】
■電圧利得：　25 dB
■電源トランス：　2 X 1,600 VA = 3,200 VA
■電源キャパシター：　120,000μF
■入力インピーダンス：　Pin 1 to Pin 2: 20 KΩ
                              　　　Pin 1 to Pin 3: 20 KΩ
                              　　　Pin 2 to Pin 3: 40 KΩ
■出力( (THD+N =0.1%)：　4Ω    2 x 1,100 W
                              　　　　　 8Ω    2 x 600 W
■最小スピーカー負荷インピーダンス：　4Ω
■立ち上がり、下がり時間（方形波20KHz,12Vpp）：
                                                         3.1μs/4Ω負荷 
■高調波歪(THD+N):　0.003 %/4Ω,1KHz,10W負荷 
■S/N比:　-95 dBA (ref. 6.325V)
■寸法(H x W x D): 350 x 482 x 430 mm
■待機電力: 170 W
■重量: 60 Kg



ダンピング・ファクターの直線化に関する技術情報（一部簡略化） 

 

 パワーアンプのダンピング・ファクターＤは、負荷インピーダンスＲＬ（接続スピーカー、ただし測定上は８Ωの抵抗）をアンプの内

部インピーダンスＲｉで割った値として定義されます。 

ダンピング・ファクターの公式 ： Ｄ = ＲＬ / Ｒｉ 

Ｄ ： ダンピング・ファクター（計算値） 

ＲＬ ： 負荷インピーダンス（接続スピーカー、測定上は８Ωの抵抗）  ☆ 

Ｒｉ ： アンプの内部インピーダンス（通常は１ｋＨｚで測定） ☆☆ 

 

一例として ： パワーアンプの内部インピーダンスＲｉ（１ｋＨｚ）＝１６ｍΩ とします。 

これを計算するとダンピング・ファクターは５００となります。８Ω／０．０１６Ω＝５００ ☆☆☆ 

これは現代のトランジスター・アンプとして典型的な数値です。 

 
（ちなみに純管球式アンプの１ｋＨｚでの内部インピーダンスは０．４Ωから４Ωの間で、従ってダンピング・ファクターは２～２０となります） 

 

技術的側面からの考察 

 上記のように現代のハイパワー・トランジスターアンプは、ＮＦＢを多量にかけるため内部インピーダンス（Ｒｉ）が極めて低く、従っ

てダンピング・ファクターが高くなります。ダンピング・ファクターが高いということは、例えば歪み率など重要な特性について非常に

効果的であり、それ自体は望ましいものです。 

 一般に５ｋＨｚまではダンピング・ファクターは比較的均一で高い数値を示しますが、物理的な理由から（帯域の限界）それ以上の

周波数では低下します。 

 ダンピング・ファクターの大きさと変化のしかたは、アンプに接続されたスピーカーの動作と、それに関連してアンプの制動力に

影響を及ぼします。 

 

理論と実際 

 一般に、理論上はダンピング・ファクターが高いほど、スピーカーの制動が利き、従って音質も優れているとされてきました。 

 しかし、必ずしもそうは言えません。 

 正しく言うなら、ダンピング・ファクターの低いアンプは、スピーカーの制動を十分に行うことができないとするべきです。 

 しかし、次のことは間違いありません。すなわちダンピング・ファクターを最大にしても、スピーカーの動作は最適にはならないと

いうことです。 

 結論を言えば。ダンピング・ファクターは実際上スピーカーにとって最適である範囲になければならず、また可能なかぎり周波数

レンジ全体を通じて均一でなければなりません。 

 

解決策： ダンピング・ファクターの直線化機能 

 この２つの要件（ダンピング・ファクターの最適な範囲に収めること、と直線性を維持すること）に適応するために、ＡＭＰⅡ－Ｍｋ

３ではリアパネルに「ＤＡＭＰＩＮＧ ＦＡＣＴＯＲ－ＯＮ」スイッチを設けました。このスイッチを入れると、全帯域のダンピング・ファクタ
ーは、わずかに下がって最適な範囲に収まり、広い周波数帯域にわたって直線に近くなります。このプロセスでＮＦＢを高く維持す

ることには、全く影響はありません（上記参照）。またスイッチを入れずにおくとこの機能は働きません。裸のダンピング・ファクター

は最大となりますが、５ｋＨｚ以上では目に見えて低下します。ユーザーはその好みに応じて、この定ダンピング・ファクター機能を

使用するかどうか選択することができます。 

 

次の簡単な図は、ダンピング・ファクターの直線化機能の説明です。 

 

ideal rage 

最適なダンピング・ファクターの範囲 

 

With damping factor linearization 

ダンピング・ファクター直線化の機能あり 

 

Without damping factor linearization 

ダンピング・ファクター直線化の機能なし 

 
注釈 

☆     スピーカーのインピーダンスは、どの周波数でも同じではありません。振動系の質量、振動板の変位と伝搬速度、ボイスコイルの逆起

電力、クロスオーバー・ネットワークなどで形成されるいわゆる複合的負荷、すなわちダイナミック・インピーダンスによって特性が変わり

ます。 

☆☆   アンプの内部インピーダンスもまた、ダイナミックに変動します。従ってこの数値は特定の周波数における特定の振幅での特定の動作点

に対するものにすぎません。さらにその決め方には種々の方式があります。 

☆☆☆  上記の計算には、スピーカー・ケーブルのインピーダンスおよび接触抵抗（バナナ・プラグ、Ｙラグなど）は含まれていません。実際にはこ

れらスピーカーの直列抵抗および接触抵抗が、内部インピーダンスに加わります。 
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